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飛躍を誓う卒業祝賀会の参加者たち

「
建
学
の
理
念
」
を
胸
に
抱
い
て
前
進

歯
学
部
・
大
学
院 

卒
業
証
書
並
び
に
学
位
記
授
与
式

　

２
０
２
１
年
度
松
本
歯
科
大
学
の
卒
業
証
書
並
び
に
学
位
授
与
式
が
冬
晴

れ
の
１
月
31
日
（
月
）、
本
館
７
階
講
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。
黒
い
角
帽
に
ガ
ウ

ン
を
ま
と
っ
た
歯
学
部
卒
業
生
83
人
お
よ
び
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
の
修

了
生
（
博
士
学
位
取
得
者
）
７
人
、
合
わ
せ
て
90
人
が
式
に
臨
ん
だ
。
本
年
は

創
立
50
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
。
卒
業
生
た
ち
は
本
学
の
歴
史
に
思
い
を
馳

せ
、
希
望
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
感
染
拡
大
が
広
が
る
中
、
卒
業
生
は
抗
原

検
査
を
受
け
、
全
員
の
陰
性
を
確
認
し
た
う

え
で
卒
業
式
は
挙
行
さ
れ
た
。
御
父
母
、
来

賓
に
は
出
席
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
、
感
染
予

防
に
配
慮
し
な
が
ら
式
典
の
規
模
を
縮
小
し

て
行
わ
れ
た
。

　

矢
ヶ
﨑 

雅
理
事
長
は
挨
拶
で
「
卒
業
お

め
で
と
う
。
皆
さ
ん
は
本
当
に
よ
く
学
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
歯
科
医
師
国
家
試

験
を
受
け
た
１
月
29
日
は
、
50
年
前
（
１
９

７
２
年
）
に
文
部
省
か
ら
学
校
法
人
松
本
歯

科
大
学
設
置
が
認
可
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
日

で
す
。
創
立
者
の
父
と
共
に
命
懸
け
で
こ
の

大
学
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
建
学

の
理
念
に
あ
る
よ
う
に
、
本
学
は
佐

久
間
象
山
、
福
沢
諭
吉
先
生
の
学
訓

に
従
い
、
国
手
的
精
神
で
新
し
い
学

問
・
人
材
を
は
ぐ
く
み
、
真
の
近
代

民
主
主
義
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
て

い
ま
す
。
本
学
の
未
来
は
皆
さ
ん
の

活
躍
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
研
鑽
を
積
み
、
世
界
で
活
躍
で

き
る
歯
科
医
師
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
、
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
ら

れ
た
。

　

川
原
一
祐
学
長
は
「
皆
さ
ん
は
今

後
、
尊
敬
の
念
を
も
っ
て
“
先
生
”

The 50th Anniversary

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、
病
を
も

っ
た
人
た
ち
が
救
済
を
求
め
て
来
ま

す
。
そ
れ
に
は
信
頼
さ
れ
る
人
格
者

と
な
る
べ
き
で
、
ま
た
心
身
共
に
元

気
で
な
け
れ
ば
良
い
仕
事
は
で
き
ま

せ
ん
。
自
身
も
健
康
に
留
意
し
、
社

会
一
般
か
ら
信
頼
さ
れ
る
立
派
な
歯

科
医
師
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
告

辞
し
た
。

　

次
に
、
歯
学
部
卒
業
生
の
学
業
成

績
優
秀
者
に
矢
ヶ
﨑 

康
特
別
賞
を

は
じ
め
各
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

卒
業
証
書
・
学
位
記
の
授
与
は
、

卒
業
生
が
呼
名
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

席
で
起
立
一
礼
す
る
と
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
本
人
の
顔
写
真
と
国
立
印
刷
局

謹
製
の
卒
業
証
書
や
学
位
記
が
映
し

出
さ
れ
た
。

  

呼
名
を
受
け
た
卒
業
生
は
宇
田
川

信
之
歯
学
部
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受

け
取
り
、
大
須
賀
直
人
第
６
学
年
主

任
教
授
が
角
帽
の
タ
ッ

セ
ル
を
右
側
か
ら
左
側

に
移
し
た
。
左
側
の
タ

ッ
セ
ル
は
卒
業
と
歯
科

医
学
分
野
に
お
け
る
学

位
取
得
を
意
味
す
る
。

　

卒
業
生
を
代
表
し

て
答
辞
を
述
べ
た
黄

フ
ァ
ン 

晟ソ
ン
ボ
ム帆
君
は
「
大
学
生
活

の
中
で
、
私
た
ち
は
先

生
方
の
熱
心
な
ご
指
導

を
受
け
、
臨
床
歯
科
医

学
の
基
礎
を
築
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
何
よ
り
、
か
け
が
え

の
な
い
友
人
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
共
に
勉
学

に
励
ん
だ
時
間
は
有
意

義
で
幸
せ
な
も
の
で
し

た
。
諸
先
生
方
を
は
じ

め
私
た
ち
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆

様
か
ら
の
ご
厚
恩
を
決

し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
特

に
６
年
次
に
は
蒼
穹
会

の
皆
様
に
多
大
な
ご
支

援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
」
と
６

年
間
の
来
し
方
を
振
り

返
っ
て
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　

さ
ら
に
「
創
立
者
・
矢
ヶ
﨑 

康

先
生
が
掲
げ
ら
れ
た
“
良
き
歯
科
医

師
に
な
る
前
に
良
き
人
間
た
れ
”
と

い
う
教
育
方
針
を
胸
に
抱
き
、
日
々

発
展
を
遂
げ
て
い
る
母
校
の
名
誉
と

品
位
を
守
る
べ
く
、
本
学
で
培
っ
た

知
識
・
技
術
、
自
己
研
鑽
の
精
神
を

も
っ
て
、
真
摯
に
努
力
を
惜
し
ま
ず

前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
力
強
く

誓
っ
た
。

　

式
終
了
後
は
、
校
友
会
・
蒼
穹
会

主
催
に
よ
る
卒
業
祝
賀
会
が
図
書
会

館
１
階
の
特
設
会
場
に
お
い
て
催

さ
れ
た
。
矢
ヶ
崎
理
事
長
が
差
し
入

れ
た
シ
ャ
ン
パ
ン
が
グ
ラ
ス
に
注

が
れ
、
学
年
委
員
長
の
新
木
太
朗
君

の
「
学
年
全
員
と
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
に
感
謝
し
ま
す
」
の
挨
拶

で
乾
杯
。
レ
ス
ト
ラ
ン
雷
鳥
と
ス
タ

ー
ダ
ス
ト
に
よ
る
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
、
途
中
、
各
講
座
の
教
授
た
ち
が

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

卒
業
の
喜
び
に
満
ち
た
学
生
た
ち

は
思
う
存
分
語
り
合
い
、
別
れ
を
惜

し
ん
だ
。

　

学
業
成
績
・
学
術
文
化
活
動
を
称

え
た
各
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

【
矢
ヶ
﨑 

康
特
別
賞
】
黄

フ
ァ
ン 

晟ソ
ン
ボ
ム帆

【
矢
ヶ
﨑 

康
賞
】
新
木
太
朗　

浮

　

田
英
彦　

春
日 

梢

【
活
動
賞
】（
第
45
回
卒
業
準
備
委
員
会
）

　

新
木
太
朗
（
委
員
長
）　

黄 

晟
帆

　
（
副
委
員
長
）　

石
井
伶
奈　

植
野

　

裕
司　

春
日 

梢　

高
坂
怜
子　

　

濱
田
晃
正

【
皆
勤
賞
】
高
坂
怜
子　
永
冨
史
也

　

穆ボ
ク 

煥カ
ン
シ
ョ
ウ升

【
精
勤
賞
】
安
東
孝
純　

浮
田
英
彦

　

翁オ
ウ 

恩オ
ン

典テ
ン　

上
條
皓
平　

金キ
ム 

叡イ
ェ
ジ
ン眞

　

金キ
ム 

修ス
ヒ
ョ
ン賢　

金キ
ム 

善ソ
ン
イ
ル一　

黄コ
ウ 

晨シ
ン
ウ宇

　

田
代
陽
介　

張
チ
ョ
ン 

璐ロ
ヨ
ウ瑶　

黄 

晟
帆

　

堀
江
貴
裕　

松
村
星
花　

宮
澤
美

　

咲　

村
山
恵
理　

呂ロ 

梓シ

ユ瑜

　

若
山 

愛

矢
ヶ
﨑 

康
特
別
賞
・
矢
ヶ
﨑 

康
賞
・
活
動
賞
の
受
賞
者

皆
勤
賞
・
精
勤
賞
の
受
賞
者
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45
期
卒
業
生

歴
史
を
創
っ
た
先
輩
た
ち
に
続
き
、未
来
へ
向
か
っ
て
良
き
歯
科
医
師
を
目
指
せ
!
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１
９
７
２
年
１
月
29
日
の
創
立
以

来
、
本
学
は
こ
れ
ま
で
累
計
で
約

４
６
０
０
人
の
歯
科
医
師
を
世
に
送

り
出
し
て
き
ま
し
た
。
歯
科
医
療
を

通
じ
て
国
民
の
健
康
長
寿
に
寄
与

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
全
国
各
地
で
活
躍

し
、
地
域
の
歯
科
医
師
会
役
員
、
あ

る
い
は
地
方
議
会
の
議
員
な
ど
の
要

職
に
就
い
て
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
信
頼
さ
れ
て
い
る
先
生
方
も

お
ら
れ
ま
す
。

　

良
き
歯
科
医
師
を
目
指
す
べ
く
、

本
学
の
先
輩
方
に
続
こ
う
と
、
45
期

生
た
ち
は
、
新
木
太
朗
学
年
委
員
長

を
中
心
に
学
年
が
ま
と
ま
り
、
毎
週

自
主
勉
強
会
を
開
く
な
ど
し
て
学
力

向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
卒
業
試
験
を
ク
リ
ア

し
た
人
数
が
多
く
、
と
り
わ
け
皆
勤

賞
・
精
勤
賞
の
受
賞
者
が
20
人
に
も

及
ぶ
の
は
近
年
で
は
突
出
し
た
人
数

で
あ
り
、
こ
の
学
年
の
真
面
目
さ
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
、
く
し
く
も
創
立
記
念
日

と
同
じ
１
月
29
日
（
土
）
に
今
回
の

第
１
１
５
回
歯
科
医
師
国
家
試
験
に

挑
み
ま
し
た
。

　

近
年
は
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
お

け
る
本
学
の
新
卒
者
合
格
率
は
飛

躍
的
に
向
上
し
て
お
り
、
昨
年
の
第

１
１
４
回
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
お

い
て
本
学
の
新
卒
者
合
格
率
は
95
・

４
％
、
全
国
の
国
公
私
立
29
歯
科
系

大
学
の
中
で
も
堂
々
の
第
２
位
に
躍

進
。
34
年
ぶ
り
に
95
％
を
超
え
る
快

挙
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

27
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
壮

行
会
で
は
、
川
原
一
祐
学
長
は
第

１
１
５
回
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
向

け
て
出
発
す
る
学
生
た
ち
に
「
緊
張

せ
ず
に
平
常
心
で
臨
め
ば
、
必
ず
合

格
す
る
実
力
が
皆
さ
ん
に
は
あ
り
ま

す
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
式

で
矢
ヶ
﨑
理
事
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
る
よ
う
に
彼
ら
は
本
当
に
よ
く
頑

張
り
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。

　

合
格
者
の
発
表
は
３
月
16
日（
水
）

に
行
わ
れ
ま
す
。
社
会
に
貢
献
で
き

る
心
豊
か
な
多
く
の
歯
科
医
師
の
誕

生
と
そ
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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■お問い合わせ■

●試 験 日
2月 26 日 ㈯

※1 総合型選抜 ･ 編入学選抜の試験場は本学です。
※2 共通テスト利用選抜は、本学個別試験はありません。

●出願期間
2月 7 日㈪～2月21 日㈪

●試 験 場
本学・東京・大阪

※1 総 合 型 選 抜（Ⅱ期）
一 般 選 抜（Ⅱ期）

※2  共通テスト利用選抜（Ⅱ期）
※1 編 入 学 選 抜（Ⅱ期）

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室
www.mdu.ac.jp

特待生 1 種選考試験（Ⅱ期）

１
日
㈫

　

共
用
試
験
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
第
４
学
年
）

2
日
㈬

　

特
待
生
１
種
選
考
試
験

（留学生）

〔
兼 

務
〕�

11
月
1
日
付

　

山
口　

葉
子�（
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
（
顎
口

腔
機
能
制
御
学
講
座
）
兼
務　
　

）

　

吉
田　

裕
哉�（
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
（
顎
口

腔
機
能
制
御
学
講
座
）
兼
務　
　

）

　

石
田　

昌
義�（
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
（
硬
組

織
疾
患
制
御
再
建
学
講
座
）
兼
務
）

〔
契
約
満
了
〕�

12
月
15
日
付

　

根
橋　

寛
実�

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

〔
退 

職
〕�

12
月
31
日
付

　

各
務　

秀
明�（
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
教
授　

（
硬
組
織
疾
患
制
御
再
建
学
部
門
））

　

小
笠
原　

正�（
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
教
授　

（
健
康
増
進
口
腔
科
学
部
門
）

）

　

佐
藤　

敦
子�

（
歯
学
部
講
師
（
眼
科
学
））

　

百
瀨　

莉
沙 �（
臨
床
検
査
室
視
能
訓
練
士
）

　

赤
羽　

結
衣 �（
臨
床
検
査
室
視
能
訓
練
士
）

　

石
﨑　

玲
菜 �（
臨
床
検
査
室
視
能
訓
練
士
）

　

小
野　

洋
子 �（
外
来
看
護
師
室
主
任
看
護
師
）

〔
契
約
満
了
〕�

12
月
31
日
付

　

鹿
崎　

幸
恵�

（
法
人
（
総
務
）
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

　

廣
田　
　

順�

（
法
人
（
総
務
）
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

〔
昇 

任
〕�

1
月
1
日
付

　

藤
原　
　

彩 �（
歯
科
衛
生
士
室
歯
科
衛
生
士
チ
ー
フ
）

3
日
㈭
・
4
日
㈮

　

一
般
選
抜

（Ⅰ期）

　

特
待
生
１
種
選
考
試
験

（Ⅰ期）

8
日
㈫

　

一
般
選
抜

（Ⅰ期）

　

共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜

（Ⅰ期）

　

留
学
生
選
抜
D

　

特
待
生
１
種
選
考
試
験

（Ⅰ期）

　

特
待
生
１
種
選
考
試
験

（留学生）

　
　

合
格
者
発
表

9
日
㈬
～
24
日
㈭

　

定
期
試
験
（
衛
生
学
院
第
１
学
年
）

15
日
㈫

　

進
級
試
験
（
第
２
～
３
学
年
）

16
日
㈬

　

発
表
会
（
大
学
院
）

19
日
㈯

　

共
用
試
験
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
第
４
学
年
）

22
日
㈫

　

進
級
試
験
（
第
５
学
年
）

25
日
㈮

　

編
入
学
選
抜

（Ⅱ期）

26
日
㈯

　

総
合
型
選
抜

（Ⅱ期）

　

一
般
選
抜

（Ⅱ期）

　

特
待
生
１
種
選
考
試
験

（Ⅱ期）

　

第
１
学
年
の
授
業
科
目
「
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
」
で
は
、
各
自
に
購
入
し

て
も
ら
っ
た
本
学
特
別
仕
様
の
最
新

の
ノ
ー
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い

て
、
情
報
の
取
り
扱
い
の
注
意
点
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
キ
ル
の
習
得
や
情

報
の
活
用
方
法
に
関
す
る
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

12
月
22
日
（
水
）、
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ン
１
０
１
教
室
に
お
い
て
、
今
ま

で
の
学
習
成
果
を
披
露
す
る
発
表
会

が
、
約
４
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
た
め
、
海
外
の
学
生
さ
ん
十
数

人
が
入
国
で
き
な
く
な
り
、
日
本
人

お
よ
び
入
国
済
み
の
学
生
計
71
人
が

発
表
し
た
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
の
お
祭

り
・
イ
ベ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
し
て
い

る
。
現
在
、お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
た
め
に
中
止
や
延
期
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
土
地
出
身
の
学
生
さ

ん
に
、
そ
う
い
っ
た
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
を
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
、
い
ず

れ
、
そ
の
お
祭
り
等
を
当
事
者
と
し

て
開
催
し
た
り
、
盛
り
上
げ
る
役
割

を
担
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
想
い
か

ら
、
テ
ー
マ
を
「
地
元
の
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
い
る
。

　

学
生
さ
ん
本
人
に
、
各
自
が
選
ん

だ
テ
ー
マ
に
基
づ
き
ア
ン
ケ
ー
ト
を

作
成
し
て
も
ら
い
、
学
友
全
員
に
回

答
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
を
エ

ク
セ
ル
を
用
い
て
表
や
グ
ラ
フ
を
作

成
し
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と

め
、
考
察
を
含
め
て
一
人
ひ
と
り
発

表
し
た
。

　

全
国
各
地
の
ほ
か
、
台
湾
・
韓
国
・

中
国
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
達
の

発
表
は
、
郷
土
色
豊
か
な
幅
広
い
内

容
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
各
自
の
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
留
学
生
も
自
分
の
伝
え
た
い
内

容
を
堂
々
と
日
本
語
で
発
表
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
で
リ

モ
ー
ト
授
業
や
会
議
の
参
加
が
必
須

で
あ
る
昨
今
、
情
報
化
社
会
で
通
用

す
る
歯
科
医
師
・
歯
科
医
学
研
究
者

を
目
指
す
た
め
に
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ス
キ
ル
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
化
、
そ
し
て
情

報
発
信
す
る
際
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力

の
向
上
を
一
層
期
待
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
今
回
、
お
互
い
の

故
郷
の
こ
と
を
知
っ
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
な
く
な
っ
た

頃
、
お
互
い
の
故
郷
を
訪
ね
合
え
る

友
人
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
、
と
願
っ
て
い
る
。

（
生
化
学
講
座　

准
教
授　

中
村
美
ど
り
）

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
１
月
15

日
（
土
）、
16
日
（
日
）
の
両
日
に

本
学
講
義
館
で
実
施
さ
れ
た
。
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
後
継
と
し
て

昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
、
今
年
が
２
回

目
。
長
野
県
内
で
は
９
千
４
８
５
人

の
志
願
が
あ
り
、
本
学
を
含
め
14
会

場
で
実
施
さ
れ
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
変
異
株
の
感
染
急
拡
大
や
、
試
験

当
日
に
起
き
た
東
京
大
学
前
で
の
刺

傷
事
件
、
ま
た
２
日
目
に
は
津
波
の

影
響
で
試
験
開
始
時
間
の
遅
延
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
異
例
の
事
態

が
発
生
し
た
。

　

本
学
で
は
、
８
教
室
で
試
験
を
行

コ
ロ
ナ
対
策
・
警
備
強
化
を
万
全
に
し
て
実
施

講
義
館
で
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

諏訪社・稲荷社に参拝した学年委員

出身地の祭りについてプレゼンテーション

出
身
地
の
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
発
表

第
１
学
年
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」

ステーキに舌鼓を打つ第４学年生

試験後の消毒作業

　

年
末
年
始
に
か
け
て
、
学
生
た
ち

に
勉
学
に
万
全
の
態
勢
で
励
ん
で
も

ら
う
た
め
、
各
学
年
に
合
っ
た
サ
ポ

ー
ト
を
教
職
員
と
蒼
穹
会
、
校
友
会

が
一
丸
と
な
っ
て
行
っ
た
。
冬
休
み

返
上
で
勉
学
に
取
り
組
む
学
生
た
ち

に
は
、
特
製
ス
テ
ー
キ
や
特
別
ラ
ン

チ
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
学
生
た
ち

は
大
学
か
ら
の
食
支
援
に
活
力
を
得

て
い
た
。

　

第
４
学
年
は
進
級
試
験
と
位
置
付

第
６
学
年
学
年
委
員
が
諏
訪
社
・
稲
荷
社
に
参
拝

歯
科
医
師
国
家
試
験
の
全
員
合
格
を
祈
願

　

第
６
学
年
は
、
年
間
を
通
し
て
新

木
太
朗
君
を
中
心
と
し
た
学
年
委
員

会
が
ま
と
ま
り
、
学
年
全
体
の
学
力

向
上
に
努
め
て
き
た
。
40
期
生
の
先

輩
た
ち
が
行
っ
て
い
た
自
主
勉
強
会

を
復
活
さ
せ
、
学
生
た
ち
が
講

義
や
自
習
の
中
で
生
じ
た
疑
問

に
対
し
て
学
年
委
員
が
分
か
る

範
囲
で
答
え
、
学
年
全
体
の
底

上
げ
を
図
っ
た
。

　

１
月
21
日
（
金
）
に
は
第

１
１
５
回
歯
科
医
師
国
家
試
験

の
受
験
に
関
す
る
説
明
会
の
前

に
、
本
学
敷
地
内
に
あ
る
諏
訪

社
・
稲
荷
社
へ
学
年
委
員
８
人

が
詣
で
て
全
員
の
合
格
を
祈
願

し
た
。

　

昔
、
桔
梗
ケ
原
（
現
・
大
学

構
内
）
に
は
玄
蕃
稲
荷
大
明
神

の
祠
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、

「
社
跡
に
石
碑
な
ど
を
建
て
さ
せ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
地
元
の
声
に
応

じ
、
１
９
７
８
年
に
２
つ
の
社
が
学

内
に
建
立
さ
れ
た
。
諏
訪
社
は
諏
訪

大
社
上
社
か
ら
、
稲
荷
社
は
伏
見
稲

荷
か
ら
ご
分
霊
を
い
た
だ
い
た
由
緒

蒼穹会・校友会が食支援

学生は活力を得て勉学に励む

け
ら
れ
て
い
る
共
用
試
験
（
２
月
１

日
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
、
２
月
19
日
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
試
験
）
実
施
の
た
め
、
12
月
９
日

（
木
）
か
ら
21
日
（
火
）
ま
で
定
期

試
験
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
４
日
間

の
日
程
で
歯
科
医
師
国
家
試
験
予
備

校
ド
ク
タ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
の
小
出
圭

司
先
生
、
宇
佐
美
博
文
先
生
に
よ
る

総
合
講
義
、
27
日
（
月
）
に
は
歯
科

矯
正
学
補
習
講
義
が
行
わ
れ
、
年
内

の
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
え
た
。

　

本
学
レ
ス
ト
ラ
ン
「
雷
鳥
」
か
ら

は
３
０
０
ｇ
の
ジ
ャ
ン
ボ
ス
テ
ー
キ

ラ
ン
チ
が
無
料
で
提
供
さ
れ
、
学
生

た
ち
は
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

た
っ
ぷ
り
の
牛
肉
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

　

第
５
学
年
は
１
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
臨
床
実
地
試
験
（
Ｃ
Ｐ
Ｘ
），

一
斉
技
能
試
験
（
Ｃ
Ｓ
Ｘ
）
に
向
け

て
臨
床
実
習
も
終
盤
に
差
し
掛
か
っ

て
お
り
、
年
末
診
療
の
最
終
日
と
な

っ
た
12
月
28
日
（
火
）
に
は
、
第
５

学
年
が
中
心
と
な
っ
て
搗つ

い
た
餅
と

共
に
ス
テ
ー
キ
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
だ
。

あ
る
神
社
で
あ
る
。

　

学
年
委
員
の
植
野
裕
司
君
は
「
こ

れ
ま
の
松
本
歯
科
大
学
の
歴
史
と
諸

先
輩
方
に
敬
意
を
表
し
、
私
た
ち
も

昨
年
の
44
期
の
先
輩
に
続
い
て
、
ひ

と
り
で
も
多
く
国
家
試
験
に
合
格

し
、
良
き
人
間
・
良
き
歯
科
医
師
と

な
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
健
闘

を
誓
っ
た
。

　

本
学
の
卒
業
試
験
を
ク
リ
ア
し
た

第
６
学
年
83
人
は
27
日
（
木
）、
壮

行
会
で
教
職
員
や
在
学
生
か
ら
激
励

を
受
け
、
４
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て

試
験
会
場
の
東
京
に
向
か
っ
て
出
発

し
た
。（

学
力
向
上
担
当
主
任
教
授　

岡
藤
範
正
）

　

第
６
学
年
は
年
明
け
１
月
５
日

（
水
）・
６
日
（
木
）
に
卒
業
試
験
が

予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
12
月
29

日
（
水
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）
ま

で
の
６
日
間
、
休
み
返
上
で
勉
強
に

い
そ
し
ん
だ
。
第
１
１
５
回
歯
科
医

師
国
家
試
験
の
合
格
を
目
指
し
て
全

力
で
取
り
組
む
６
年
生
に
は
、
大
学

食
堂
お
よ
び
中
国
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
」
に
て
特
製
日
替

わ
り
ラ
ン
チ
が
提
供
さ
れ
た
。

　

大
晦
日
の
31
日
（
金
）
は
ス
テ
ー

キ
と
共
に
年
越
し
そ
ば
、
元
日
に
は

ラ
ン
チ
と
共
に
お
雑
煮
が
振
る
舞
わ

れ
、
ひ
と
と
き
の
憩
い
の
時
間
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
大
学
敷
地
内
で
収
穫

し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
炊
き
込
み
ご

飯
、
お
に
ぎ
り
、
炒
飯
、
ミ
カ
ン
等

の
果
物
な
ど
が
日
替
わ
り
で
供
さ

れ
、
学
生
た
ち
は
食
の
支
援
に
よ
っ

て
多
大
な
活
力
を
得
て
い
た
。

い
、
２
教
室
を
予
備
室
と
し
、
２
７

４
人
が
受
験
に
挑
ん
だ
。受
付
で
は
、

本
学
職
員
が
マ
ス
ク
に
フ
ェ
イ
ス
シ

ー
ル
ド
、
グ
ロ
ー
ブ
を
着
用
し
て
対

応
に
あ
た
り
、
館
内
の
至
る
所
に
手

指
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
を
配
置
し
た
。

　

試
験
終
了
後
は
、
静
電
誘
導
式
ガ

ン
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し
て
、
机
、
椅

子
、
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
を
徹
底
的
に
消

毒
を
行
っ
た
。
不
審
者
対
策
と
し
て

は
、
担
当
職
員
が
駐
車
場
入
口
に
待

機
し
、
万
が
一
に
備
え
て
刺さ

す
ま
た股
を
準

備
し
て
警
備
強
化
に
あ
た
り
、
２
日

間
の
試
験
は
無
事
に
終
了
し
た
。

感染対策を施して受付をする職員


